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尚
家
文
書
「
団
地
廻
勤
首
尾
」

に
つ
い
て
l
紹
介
と
史
料
翻
刻
(
そ
の
2
・
完
)
|

豊

見

和

行

山

は
じ
め
に

本
論
考
は
、
本
紀
要
の
前
号
(
二
十
号
)
に
掲
載
し
た
「
尚
家
文
書
『
田
地
廻
勤
首
尾
』
に
つ
い
て
l
紹
介
と
史
料
翻
刻
(
抄
)
|
」

の
後
半
部
分
に
当
た
る
。
本
文
書
の
書
誌
情
報
や
全
体
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
前
号
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

本
文
書
の
表
紙
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
沖
縄
島
お
よ
び
近
接
す
る
離
島
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
頭
方
、
中
頭
方
、
島
尻
方
の
三

つ
の
広
域
行
政
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
三
地
域
へ
次
の
よ
う
に
岡
地
奉
行
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
国
頭
方
へ
は
安
里
里
之
子

親
雲
上
、
中
頭
方
へ
は
知
念
里
之
子
親
雲
上
と
森
山
親
方
、
島
尻
方
へ
は
安
村
親
雲
上
と
安
谷
屋
親
方
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
国
頭
方

の
み
が
単
独
で
、
他
は
各
二
名
で
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

前
号
で
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
部
下
米
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
『
事
々
抜
書
』
(
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
)
に
、
次
の

記
載
が
見
ら
れ
る
。

「
部
下
米

六
百
五
十
四
石
弐
斗
八
升
壱
合
壱
勺
五
才
、

但
、
同
治
七
戊
辰
よ
り
御
免
ニ
付
、
士
民
扶
助
差
向
、
」
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す
な
わ
ち
、
同
治
七
(
一
八
六
八
)
年
に
、
薩
摩
藩
へ
上
納
し
て
い
た
部
下
米
の
費
目
に
よ
る
年
貢
徴
収
は
廃
止
さ
れ
た
。
右
の
六

五
四
石
余
は
各
間
切
へ
返
還
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
士
民
扶
助
差
し
向
け
」
た
と
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
関
連
す
る
記
載
が
、
本
「
回

地
廻
勤
首
尾
」
の
国
頭
方
の
条
に
お
い
て
、

一
例
を
挙
げ
る
と
ご
、
羽
地
・
今
帰
仁
弐
ヶ
間
切
江
去
年
部
下
米
井
御
救
助
料
よ
り
被

成
下
候
銭
之
儀
、
羽
地
間
切
者
極
窮
之
方
補
助
向
井
疲
村
々
身
賀
人
請
出
方
・
・
・
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
間
切
内
の
窮
乏

者
へ
の
助
成
や
疲
弊
し
た
村
々
の
身
売
り
人
の
請
け
戻
し
等
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
士
に
対
す
る
救
済
状
況
に
関
し
て
は
不

明
な
点
が
多
く
、
実
態
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
次
に
文
書
末
の
「
今
般
嶋
尻
方
耕
作
跡
見
之
瑚
、
那
覇
湊
弁
泊
湊
江
相
懸
候
演
山
野
川
原
筋
等
見
分
仕
候
次
第
、
左
ニ
申
上

候
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
事
項
は
、
他
の
記
載
内
容
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
他
の
報
告
が
す
べ
て
五
月
付
け
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
こ
の
報
告
は
十
一
月
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
那
覇
港
と
泊
港
へ
注
ぐ
河
川
に
対
し
て
、
土
砂
や
泥
土
に

よ
っ
て
那
覇
港
と
泊
港
の
港
湾
機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う
予
防
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
右
の
こ
と
か
ら
、
田
地
奉
行
の
役
目
は
単
に

「
耕
作
跡
見
」
、
す
な
わ
ち
直
接
的
な
農
業
関
係
だ
け
で
な
く
、
河
川
の
保
全
お
よ
び
港
湾
機
能
の
維
持
な
ど
農
業
に
間
接
的
に
関
連
し

た
事
項
も
所
管
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
、
蘇
鉄
の
植
裁
に
つ
い
て

本
「
団
地
廻
勤
首
尾
」
の
特
徴
は
、
各
間
切
ご
と
に
蘇
鉄
苗
、
綜
相
苗
、
椋
椙
種
子
、
椿
木
、
屋
良
部
種
子
、
樫
木
苗
、
樫
木
穂
子
、

小
松
、
松
種
子
、
そ
し
て
明
替
畠
の
情
報
を
「
党
」
と
し
て
記
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
を
一
覧
表
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
、

表
1
、
表
2
で
あ
る
。



表 1: 1878年蘇鉄苗数一覧

よぐTソテツ苗数 植え不足数 定数
備考

(本) (本) (本)

金久武志
17，520 
17，345 

大宜味 18，230 
国頭 40，620 
羽地 44，550 
今帰仁 記載欠
本部 19，842 
伊江島 56，550 
名護 17，580 
恩納 17，940 
(国頭方小計) (250，177) 

西原 19，860 
中城 10，415 
勝連 18，480 
与那城 4，830 
具志川 15，090 

越美来里
22，800 
10，000 

読谷山 25，410 
北谷 25，164 
宜野湾 41，790 
浦添 2，140 
(中頭方小計) (195，979) 

南風原 15，570 
大里 47，280 
佐敷 25，710 
知念 22，110 

東玉城風平
26，749 
33，350 

摩具志頭 31，020 
文仁 10，960 摩文仁村植え不足 800 11，760 

喜屋武 10，560 
真壁 12，360 
高嶺 18，060 
兼城 13，090 
小禄 4，360 
豊見境 20，256 長堂村植え不足 300 20，556 
真和志 17，560 
(島尻方小計) (308，995) 

国頭頭方 250，177 
中方 195，979 
島尻方 308，995 

総計 755，151 
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「
表
1
一
一
八
七
八
年
蘇
鉄
苗
数
一
覧
」
か
ら
判
明
す
る
点
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
国
頭
方
全
体
で
の
植
え
付
け
数
は
二
五
万
一
七
七
本
で
、
最
多
の
植
え
付
け
は
伊
江
島
の
五
万
六
千
五
五

O
本
、
最
少
は

久
志
間
切
の
一
万
七
千
三
四
五
本
で
あ
る
。
今
帰
仁
間
切
に
は
蘇
鉄
菌
数
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
が
、
全
間
切
の
状
況
か
ら
推
し
て
同

間
切
だ
け
蘇
鉄
が
全
く
植
樹
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
想
定
で
き
な
い
。
単
純
な
記
載
漏
れ
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
中
頭
方
全
体
は
、

一
九
万
五
千
九
七
九
本
で
、
最
多
の
植
え
付
け
は
宜
野
湾
問
切
の
四
万
一
千
七
九

O
本
で
、
最
少
は
浦

添
間
切
の
二
千
一
四

O
本
で
あ
る
。
浦
添
間
切
に
次
い
で
植
え
付
け
が
少
な
い
の
が
与
那
城
間
切
の
四
千
八
三

O
本
で
あ
る
。

第
三
に
、
島
尻
方
全
体
は
、
三

O
万
八
千
九
九
五
本
で
、
国
頭
方
・
中
頭
方
よ
り
も
植
え
付
け
数
が
多
い
。
最
多
は
大
里
間
切
の
四

万
七
千
二
八

O
本
、
最
少
は
小
禄
間
切
の
四
千
三
六

O
本
で
あ
る
。

第
四
に
、
島
尻
方
の
豊
見
城
間
切
長
堂
村
は
三

O
O本
が
植
え
不
足
で
、
定
数
は
二
万
五
五
六
本
で
あ
る
。
摩
文
仁
間
切
の
摩
文
仁
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村
も
植
え
不
足
が
八

O
O本
で
、
定
数
は
一
万
一
千
七
六

O
本
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
村
だ
け
が
植
え
不
足
と
あ
る
が
、
本
来
各
村
ご

と
に
蘇
鉄
苗
の
「
定
数
」
が
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

第
五
に
、
国
頭
方
・
中
頭
方
・
島
尻
方
の
総
計
は
七
五
万
五
千
一
五
一
本
と
な
る
。
膨
大
な
数
の
蘇
鉄
が
植
栽
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
が
、
慶
良
閑
諸
島
・
粟
国
島
・
久
米
島
、
そ
し
て
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
の
蘇
鉄
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と

か
ら
、
右
の
数
字
以
上
の
蘇
鉄
が
こ
の
時
期
の
琉
球
国
に
お
い
て
は
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

二
、
椋
椙
苗
等
の
植
え
付
け
と
切
り
替
え
畠
に
つ
い
て

次
に
、
前
述
の
「
覚
」
か
ら
椋
椙
苗
、
椋
相
種
子
、
屋
良
部
(
ヤ
ラ
プ
)
種
子
、
椿
木
(
チ
ャ

l
ギ
、
イ
ヌ
マ
キ
)
、
樫
木
苗
、
樫



木
種
子
、
小
松
、
松
種
子
、
明
替
畠
に
関
す
る
情
報
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
蘇
鉄
苗
と
同
じ
く
全
体
的
な
特
徴
を

記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
右
の
樹
穏
に
お
い
て
、
満
遍
な
く
植
栽
さ
れ
て
い
る
項
目
と
地
域
的
に
偏
在
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
椋
椙
苗
は
、
す
ベ

て
の
間
切
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
椋
相
種
子
に
つ
い
て
は
国
頭
方
で
は
今
帰
仁
・
本
部
・
伊
江
島
の
み
で
、
他
の
間
切
に
は
植
え

付
け
の
記
載
は
な
い
が
、
中
頭
方
・
島
尻
方
の
す
べ
て
の
間
切
で
は
蒔
か
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
樫
木
は
国
頭
方
の
伊
江
島
を
除
く
全
域
と
中
頭
方
の
浦
添
間
切
を
除
く
全
岐
に
植
え
付
け
ら
れ
る
一
方
、
島
尻
方
で
の
植

え
付
け
は
皆
無
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
樫
木
苗
は
島
尻
方
で
は
全
域
に
、
国
頭
方
で
は
金
武
・
大
宜
味
・
今
帰
仁
の
各
間
切
と
伊

江
島
を
除
い
て
植
え
付
け
が
見
ら
れ
、
他
方
、
中
頭
方
全
域
で
は
皆
無
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
樫
木
種
子
は
中
頭
方
・
島
尻
方
の
全
域

で
播
種
さ
れ
て
い
る
が
、
国
頭
方
で
は
今
帰
仁
と
本
部
間
切
だ
け
で
播
種
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
小
松
に
つ
い
て
は
、
島
尻
方
で
は
全
域
に
、
中
頭
方
で
は
越
来
・
読
谷
山
・
宜
野
湾
の
三
間
切
を
除
く
全
域
に
植
え
付
け
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ら
れ
て
い
る
。
国
頭
方
で
の
植
え
付
け
は
見
ら
れ
な
い
。
松
種
子
は
島
尻
方
で
は
全
域
に
、
中
頭
方
で
は
宜
野
湾
問
切
を
除
く
全
域
に

播
種
さ
れ
て
い
る
が
、
国
頭
方
で
は
伊
江
島
の
み
播
種
さ
れ
、
残
り
の
間
切
で
は
播
種
さ
れ
て
い
な
い
。

第
四
に
、
明
き
替
え
畠
は
、
国
頭
方
の
久
志
・
大
宜
味
・
国
頭
・
羽
地
・
本
部
・
名
護
の
各
間
切
に
設
定
さ
れ
、
中
頭
方
・
島
尻
方

に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
明
き
替
え
畠
は
、
キ
ナ
ワ
畠
、
切
り
替
え
畠
と
も
称
さ
れ
る
焼
き
畑
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
総
面
積
は
九
六

万
九
千
一
一

O
坪
(
三
、
二

O
一
凶
)
で
あ
り
、
山
野
が
卓
越
す
る
国
頭
方
に
広
く
展
開
し
て
い
た
。



表2: 1878年椋招苗数等一覧

!議?椋椙苗 綜侶種子 屋良部種子 措木 樫木苗 樫木種子 小松 松種子 明替畠 備

(本) (石.斗升合}{石.斗升合) {本} (本} {石.斗升合} (本} {石.斗升合) (坪) 考

金武 350 0.5 212 一 ー 一 一 一
久志 827 0.41 868 12，733 一 一 一 53，840 
大宜味 680 0.051 218 ー ー 一 一409，600 
国頭 698 0.38 410 455 ー 一 一456，980 
羽地 1，267 0.11 238 1，351 一 一 一*94，000 *1 
今帰仁 1，413 0.4 0.5 1，054 一 0.084 一 ー

本部 812 0.34 112 1，271 0.245 一 3，000 

名伊思識納江島
1，065 0.05 一 0.15 一
500 0.25 810 550 一 一 一 45，690 
813 1.48 293 955 一 一 一

(国頭方小計) (8，42日 ω.7叫 (3.681) (4，215) (17，315) ω.32帥 (ω (0.15) ω69，110) 

西原 3，120 0.101 0.3 5，218 一 0.124 19，940 0.16 ー

中城 2，120 0.3 0.38 3，912 一 0.19 12，580 0.08 ー

勝連 739 0.1 1.35 1，051 ー 0.12 12，580 0.25 一
与那城 1，107 0.03 0.65 678 ー 0.09 7，028 0.18 一
具志川 964 0.32 0.159 1，228 ー 0.25 4，980 0.08 一
美越里来

4，681 0.3 0.29 1，293 0.1 2，680 0.08 
2，897 0.15 一 182 0.1 0.08 一

読谷山 6，050 0.26 0.25 1，053 ー 0.2 一 0.04 一
北谷 6，688 0.08 0.17 1，106 ー 0.06 1，850 0.35 ー

宜野湾 4，865 0.41 0.3 2，671 0.3 ー ー

浦添
(358，，O2 00 0.24 0.165 ー ー 0.1 2，375 0.165 一

(中頭方小計) 31) (2.291) (4.014) (18，392) ω) (1.634) (64，013) (1.465) (ω 

南風原 336 0.35 0.2 1，837 0.224 10，470 0.21 
大里 1，374 0.19 0.59 5，276 0.2 11，935 0.525 
佐敷 344 0.245 0.74 3，975 0.36 1，5∞ 0.361 一
知念 50 0.31 0.224 一 2，148 0.128 10，000 0.168 
王城 200 0.487 0.166 一 1，500 0.172 5，696 0.5 一
東風平 180 0.224 0.423 一 940 0.195 12，410 0.34 一
具志頭 360 0.355 0.34 ー 325 0.1 906 0.18 一
摩文仁 380 0.2 0.15 1，180 0.1 6，219 0.2 一

喜真高屋壁嶺武
90 0.21 0.03 940 0.14 2，740 0.1 一
105 0.23 0.16 158 0.49 4，100 0.182 
205 0.4 0.15 702 0.48 8，800 0.157 一

兼城 268 0.496 0.235 745 0.18 5，900 0.09 
小禄 500 0.997 0.196 一 2，617 0.25 6，620 0.157 一
豊見城 890 0.326 0.26 一 3，446 0.245 13，020 0.224 
真和志 295 0.2 0.3 一 548 0.13 19，100 0.036 一
(島尻方小計) (5577) (5.22) (4.164) ω) 包6，337) 句.394)(119，416) 白.43) ω) 

国中頭頭方方
8，425 0.79 3.681 4，215 17，315 0.329 。0.15 969，110 
38，231 2.291 4.014 18，392 。1.634 64，013 1.465 。

島尻方 5，577 5.22 4.164 01 26，337 3.394 119，416 3.43 。
総計 52，233 8.301 11.859 22，607 43，652 5.357 183，429 5.045 969，110 

註 1:ーは、無記載を示す。

2 : * 1は羽地間切内の『源河・稲嶺・真喜屋・仲尾次・川上・岡井等・親川・伊差川・仲尾

九ヶ村Jの肩書きを示す。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
お
も
に
「
党
」
を
整
理
し
た
表
1
・
表
2
か
ら
判
明
す
る
点
を
略
述
し
た
。
田
地
奉
行
(
首
里
王
府
)
は
救
荒
作
物
と
し
て

の
蘇
鉄
を
始
め
と
し
て
、
有
用
植
物
と
し
て
の
椋
欄
、
屋
良
部
、
椿
木
、
松
に
関
す
る
数
的
な
情
報
を
掌
握
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
明
き
替
え
畠
の
面
積
を
首
里
王
府
が
把
握
し
て
い
た
点
も
、
蘇
鉄
同
様
に
百
姓
の
食
料
確
保
の
問
題
に
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
「
団
地
廻
首
尾
」
の
大
き
な
特
徴
は
、
蘇
鉄
苗
か
ら
明
き
替
え
畠
に
関
し
て
具
体
的
な
数
字
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
王
国
末
期
に
お
け
る
首
里
王
府
の
農
政
を
全
体
的
に
検
討
す
る
上
で
、
本
史
料
の
も
つ
意

義
が
極
め
て
大
き
い
と
い
う
点
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
の
王
府
農
政
の
研
究
や
百
姓
の
生
活
史
研
究
に
お
い
て
も
不
可
欠

小
論
は
「
団
地
廻
勤
首
尾
」
に
つ
い
て
、
網
羅
的
な
紹
介
で
は
な
く
、
筆
者
の
関
心
事
に
即
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
紹
介
し
た
。

の
史
料
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

重
要
な
史
実
で
あ
り
な
が
ら
割
愛
し
た
論
点
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
史
料
を
所
蔵
す
る
那
朝
市
歴
史
博
物
館
よ
り
掲
載
許
可
の
御
高
配
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

-
一
本
号
で
は
、
前
号
で
省
略
し
た
中
頭
方
・
島
尻
方
の
「
耕
作
跡
見
」
に
関
す
る
条
文
と
、
「
那
覇
湊
弁
泊
湊
」
に
関
連
す
る
条
文

を
翻
刻
し
た
。
な
お
、
中
頭
方
・
島
尻
方
の
「
党
」
の
冒
頭
部
分
を
一
部
掲
載
し
、
形
式
上
の
参
考
に
付
し
た
。
他
は
前
号
を
参

照
し
て
も
ら
い
た
い
。



2
一
旧
漢
字
と
当
用
漢
字
が
混
在
し
て
い
る
が
、
史
料
に
従
っ
て
翻
刻
し
た
。
合
字
の
「
よ
り
」
は
作
字
せ
ず
、
平
仮
名
で
「
よ
り
」

と
し
た
。

3
一
誤
記
の
漢
字
は
、
傍
で
(

)
を
付
し
、
注
記
し
た
。

4
一
翻
刻
の
形
式
は
、
行
数
・
字
数
と
も
に
、
本
紀
要
の
字
数
に
あ
わ
せ
て
編
集
し
た
。

5
一
各
文
書
を
区
別
す
る
た
め
ロ
ー
マ
数
字
で
番
号
を
付
し
、
ま
た
見
出
し
に
当
た
る
部
分
を
太
字
で
示
し
た
。

6
一
翻
刻
者
の
責
任
に
よ
っ
て
、
適
宜
、
読
点
を
つ
け
た
。
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今
般
中
頭
方
拾
壱
ヶ
間
切
耕
作
跡
見
罷
通
候
次
第
、
左
ニ
申
上
候

一
飯
料
次
口
之
儀
、
先
月
迄
者
一
統
去
年
七
八
月
植
置
候
苧
ニ
而
三
度
宛
相
営
、
当
月
よ
り
先
者
九
十
月
以
来
植
付
芋
ニ
市
同
断
相
営

候
段
申
出
、
見
分
ニ
茂
其
通
相
見
得
申
候
、

一
稲
之
儀
、
西
平
間
切
者
上
作
、
勝
連
・
奥
那
城
・
具
志
川
・
読
谷
山
・
北
谷
・
宜
野
湾
・
浦
添
七
ヶ
間
切
井
中
城
間
切
之
内
伊
集
・

和
字
慶
・
津
覇
・
奥
問
・
新
垣
・
久
場
・
熱
田
・
和
仁
屋
・
渡
口
・
島
袋
・
比
嘉
・
仲
順
・
喜
舎
場
・
瑞
慶
覧
・
安
谷
屋
・
荻
堂
・

大
城
、
美
里
間
切
之
内
松
本
・
西
原
・
宮
里
・
古
謝
・
桃
原
・
大
里
・
高
原
・
比
屋
根
・
奥
儀
弐
拾
六
ヶ
村
者
中
作
、
越
来
間
切
井

中
城
間
切
之
内
、
安
里
・
当
間
・
屋
宣
・
添
石
・
伊
舎
堂
・
泊
、
美
里
間
切
之
内
知
花
・
登
川
・
池
原
・
東
思
納
・
石
川
・
伊
波
・

嘉
手
苅
・
山
城
・
楚
南
拾
五
ヶ
村
者
下
作
之
鉢
相
見
得
申
候
、

一
回
方
稲
苅
取
之
棚
、
水
相
下
候
故
、
僅
之
早
ニ
茂
乾
田
相
成
候
由
ニ
而
、
向
後
右
様
之
仕
形
曾
而
無
之
様
、
厳
重
可
致
取
締
旨
、
申

渡
置
申
候
、

一
畠
方
之
儀
、
移
次
第
則
々
相
耕
、
諸
作
毛
時
節
不
取
後
植
付
蒔
入
さ
せ
、
且
坂
成
候
畠
土
留
、
い
ふ
返
し
溝
捌
方
入
念
、
い
ふ
皿
茂

畳
次
第
則
々
致
波
方
、
雨
天
之
節
い
ふ
不
流
落
様
可
致
下
知
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
荻
敷
之
儀
、
所
々
竿
相
試
、
尤
墾
用
方
弁
鎌
草
等
之
儀
者
、
間
切
ノ
¥
仕
不
足
有
之
候
付
致
差
引
、
早
々
仕
合
さ
せ
、
首
尾
申
出
候

様
申
渡
置
候
慮
、
致
仕
合
候
所
者
追
首
尾
承
届
申
候
、

一
白
太
豆
弁
粟
・
黍
・
小
豆
・
青
豆
之
儀
、
例
年
通
蒔
入
、
作
柄
宣
相
見
得
申
候
、

一
木
棉
花
之
儀
、
例
年
通
蒔
入
、
萌
立
宜
相
見
得
申
候
、

一
窪
壷
井
き
り
壷
等
堅
固
ニ
佐
合
、
旦
墾
屋
も
破
次
第
則
々
修
補
致
作
替
、
墾
取
扱
向
入
念
候
様
申
渡
置
申
候
、



一
牛
馬
・
豚
・
羊
贋
飼
立
、
窪
相
求
、
又
者
家
内
之
致
補
候
様
、
尤
困
窮
ニ
一
巾
飼
立
之
手
筋
不
相
叶
者
者
輿
親
類
、
又
者
有
財
之
方
よ

り
飼
分
ケ
為
致
候
様
可
取
計
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
諸
野
菜
弁
多
葉
粉
之
儀
、
作
立
用
弁
無
支
相
達
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
蘇
鉄
之
儀
、
別
紙
之
通
植
付
置
候
付
、
本
数
相
改
、
本
立
帳
江
組
入
、
印
形
仕
置
申
候
、

一
椋
椙
・
樫
木
種
子
之
儀
、
別
紙
之
通
蒔
入
置
申
候
、

一
橋
木
之
儀
、
別
紙
之
通
差
付
置
申
候
、
尤
程
来
相
臆
之
等
者
伐
取
、
干
椿
ニ
而
致
上
納
候
様
、
構
役
々
江
申
渡
置
申
候
、

一
屋
敷
囲
明
間
之
所
者
竹
木
植
付
、
又
者
に
か
竹
根
上
り
相
成
致
傑
惇
候
所
茂
致
植
替
候
様
、
申
渡
世
申
候
、

一
潮
踊
一
明
間
之
所
者
あ
た
ん
潮
木
青
抱
木
等
植
付
置
候
得
共
、
枯
損
相
成
候
所
も
有
之
候
付
、
時
節
相
成
候
ハ
¥
致
植
補
候
様
、
申
渡

置
申
候
、
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一
具
志
川
・
美
里
・
越
来
・
読
谷
山
五
ケ
間
切
猪
垣
之
儀
、
破
所
出
来
候
ハ
¥
則
々
致
修
補
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
去
秋
植
付
之
小
松
之
儀
、
別
紙
之
通
此
節
本
数
取
〆
、
尤
美
里
間
切
大
里
・
桃
原
・
古
謝
三
ケ
村
者
植
不
足
、
又
者
苗
程
之
調
部
方

等
不
行
届
候
付
、
来
秋
植
付
入
見
分
候
様
相
達
、
謹
文
等
取
置
申
候
、

附
、
中
城
間
切
瑞
慶
覧
・
当
問
弐
ヶ
村
者
山
野
/
¥
植
仕
廻
置
候
問
、
当
秋
よ
り
者
定
数
差
免
、
明
間
植
付
仕
度
申
立
致
見
分
候

慮
、
最
早
植
仕
廻
置
候
付
、
願
通
差
免
置
申
候
、

一
勝
連
・
宜
野
湾
・
浦
添
三
ヶ
間
切
唐
竹
敷
之
儀
、
抱
護
明
間
之
所
者
百
松
・
赤
木
等
植
付
、
左
候
而
敷
内
草
竹
伐
除
、
国
土
す
く
ふ

等
相
用
、
手
入
方
入
念
、
尤
採
薪
之
者
共
不
路
入
様
、
見
締
向
可
入
念
旨
、
構
之
者
江
申
渡
置
申
候
、

一
印
土
手
・
方
切
土
手
、
且
山
野
川
面
境
土
手
之
儀
、
平
日
守
護
向
入
念
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
宿
道
・
原
道
破
所
出
来
候
ハ
、
則
々
致
修
補
、
人
馬
往
還
之
支
不
相
成
様
可
取
計
旨
、
申
渡
置
申
候
、



一
川
原
筋
之
儀
、
毎
雨
走
廻
、
い
ふ
・
小
石
相
付
候
ハ
、
取
除
、
且
川
面
破
所
出
来
候
ハ
、
則
々
致
修
補
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
酉
原
間
切
お
ん
玉
之
御
級
表
那
覇
湊
川
頭
弁
浦
添
間
切
安
謝
湊
江
相
掛
候
川
面
、
坂
成
畠
土
留
い
ふ
返
し
、
又
者
閉
山
野
之
儀
、
兼
々

取
締
申
渡
置
候
通
、
堅
固
ニ
相
守
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
御
風
水
所
弁
御
物
松
山
、
宿
道
並
松
、
文
者
村
抱
護
明
間
之
所
者
、
小
松
植
付
さ
せ
申
候
、

一
間
切
/
¥
原
致
勝
負
、
賞
罰
取
行
候
段
申
出
候
付
、
随
分
勝
負
之
涯
を
立
、
引
働
候
様
、
頭
役
・
役
々
江
申
渡
置
申
候
、

一
農
事
諸
仕
付
、
地
面
格
護
方
等
之
儀
、
農
務
帳
ニ
基
キ
致
下
知
候
様
、
惣
耕
作
当
共
江
申
渡
置
申
候
、

一
家
内
/
¥
諸
上
納
物
之
出
向
能
存
込
、
兼
而
其
手
当
を
以
涯
々
無
支
相
弁
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
地
頭
代
以
下
役
々
、
平
日
番
所
出
精
、
諸
御
用
向
無
支
致
弁
逮
候
様
、
且
提
共
者
各
唆
村
江
詰
込
、
田
畠
耕
方
弁
諸
上
木
仕
立
方
、

諸
上
納
物
之
下
知
方
可
入
念
旨
、
申
渡
置
申
候
、
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【
漂
カ
甲

一
役
々
末
々
迄
兼
々
被
仰
渡
置
候
御
倹
約
之
御
趣
意
源
取
守
、
何
篇
質
素
に
し
て
家
内
有
付
、
御
奉
公
向
無
支
可
相
弁
旨
、
申
渡
置

申
候
、

一
種
儀
佐
法
結
構
ニ
相
見
得
候
様
、
毎
度
町
嘩
可
申
論
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
役
々
百
姓
、
又
者
居
住
人
之
内
、
父
母
孝
養
向
厚
、
其
外
何
欺
善
行
之
者
、
且
行
跡
悪
敷
、
所
中
之
妨
相
成
候
者
茂
即
々
申
出
候
様
、

頭
役
役
々
江
申
渡
置
申
候
、

一
宜
野
湾
問
切
嘉
数
村
境
内
い
き
ま
し
原
ニ
有
之
候
難
渋
山
野
之
儀
、
当
座
奉
得
御
指
圃
候
通
御
片
付
相
済
候
付
、
宜
野
湾
・
浦
添
両

間
切
頭
役
・
惣
耕
作
当
弁
西
原
村
宮
里
両
人
、
我
如
古
村
之
者
共
召
寄
請
取
渡
為
致
、
跡
見
分
等
仕
申
候
、

一
西
原
・
中
城
・
勝
連
・
奥
那
城
・
具
志
川
・
美
里
・
読
谷
山
・
北
谷
・
宜
野
湾
・
浦
添
拾
ケ
間
切
、
去
年
中
番
所
・
村
々
所
遣
帳
勘

定
相
遂
、
仕
過
・
仕
不
足
統
並
帰
戻
し
仕
置
候
段
、
申
出
候
付
、
帳
面
見
届
面
引
合
仕
申
候
、



附
、
越
来
間
切
者
去
年
下
半
年
、
番
所
村
々
所
遣
帳
い
ま
た
勘
定
不
相
遂
段
申
出
候
付
、
頭
役
役
々
致
差
引
、
早
々
勘
定
相
遂
首

尾
申
出
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
西
原
・
中
城
・
勝
連
・
美
里
・
越
来
・
読
谷
山
・
北
谷
・
宜
野
湾
・
浦
添
九
ケ
間
切
者
去
子
年
、
輿
那
城
間
切
者
去
亥
子
弐
ヶ
年
、

年
貢
・
諸
上
納
物
取
払
帳
之
儀
、
勘
定
相
遂
置
候
問
、
百
姓
致
面
引
合
候
様
、
取
納
奉
行
間
合
有
之
、
帳
面
見
届
面
引
合
仕
申
候
、

附
、
具
志
川
間
切
者
去
成
亥
子
三
ヶ
年
、
諸
地
頭
作
得
弁
諸
雑
物
ニ
懸
合
有
之
、
勘
定
相
遂
不
申
、
百
姓
面
引
合
延
申
出
候
付
、

右
掛
り
合
面
々
相
迦
し
、
勘
定
相
遂
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
中
城
間
切
去
年
被
成
下
候
御
救
助
料
弁
部
下
米
代
銭
之
儀
、
極
窮
之
者
共
致
補
助
度
申
出
候
付
、
面
々
家
内
/
¥
致
見
分
候
慮
、
実
々

極
窮
之
者
共
ニ
而
其
通
相
達
、
面
々
番
所
江
召
寄
配
当
相
渡
置
申
候
、

一
美
里
・
越
来
弐
ケ
村
、
去
年
被
成
下
候
御
除
計
米
代
銭
之
儀
、
美
里
間
切
者
村
々
負
荷
返
済
身
費
人
請
出
方
、
越
来
間
切
者
負
荷
返

済
之
方
江
申
出
候
付
、
其
通
相
達
取
返
し
、
経
文
見
届
、
面
引
合
仕
申
候
、
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一
美
里
・
越
来
・
調
谷
山
三
ケ
間
切
、
去
年
御
心
附
砂
糖
代
銭
之
儀
、
訴
印
紙
表
、
美
里
間
切
者
村
々
負
荷
返
済
身
費
人
諦
出
、
越
来

間
切
者
村
々
負
荷
返
済
仕
置
候
付
、
取
返
し
殻
文
見
届
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、

一
去
年
貯
穀
之
儀
、
定
数
表
各
頭
役
仮
封
仕
置
侯
付
、
か
や
正
米
差
引
、
致
封
印
置
申
候
、

一
去
々
年
貯
米
之
儀
、
上
納
補
被
成
下
候
所
者
各
村
々
当
高
表
相
渡
置
候
段
、
申
出
候
付
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、

一
勝
連
・
奥
那
城
・
讃
谷
山
・
北
谷
・
宜
野
湾
五
ヶ
間
切
者
団
畠
耕
作
方
弁
屋
敷
/
¥
諸
仕
付
・
諸
上
木
仕
立
方
等
大
抵
相
届
候
付
致

褒
美
、
先
様
猶
以
可
引
励
旨
、
頭
役
・
役
々
江
申
渡
置
申
候
、

一
酉
原
間
切
者
小
橋
川
・
呉
屋
弐
ヶ
村
荻
敷
致
坪
過
、
中
城
間
切
者
比
嘉
村
荻
致
差
不
足
、
荻
道
村
荻
敷
致
坪
過
、
熱
田
村
荻
敷
立
札

致
間
違
、
具
志
川
間
切
者
団
場
村
田
畠
之
草
荒
し
置
、
高
江
洲
村
松
・
蘇
鉄
本
数
改
之
棚
、
以
前
植
付
之
蘇
鉄
江
算
置
、
出
抜
之
所



巧
有
之
候
上
、
蘇
鉄
・
小
松
植
不
足
い
た
し
、
栄
野
比
村
蘇
鉄
致
差
不
足
、
美
里
間
切
者
桃
原
村
小
松
改
之
棚
、
以
前
植
付
之
等
ニ

算
置
候
上
、
只
今
鍬
打
込
小
松
差
入
植
付
、
出
抜
之
所
巧
有
之
、
大
里
村
以
前
植
付
之
小
松
ニ
算
置
候
上
、
蘇
鉄
中
よ
り
算
わ
ら
取

出
出
抜
之
所
巧
有
之
、
古
謝
村
小
松
苗
調
部
方
不
行
届
、
宮
里
村
荻
敷
致
坪
過
、
越
来
間
切
者
山
内
村
麦
移
畠
弐
度
す
き
無
之
所
口
々

相
す
か
し
首
尾
申
出
候
様
相
逮
候
慮
、
伐
取
不
致
候
而
仕
取
之
首
尾
申
出
、
出
抜
之
所
巧
有
之
、
宇
久
田
・
胡
屋
弐
ケ
村
荻
敷
致
坪

過
、
浦
添
間
切
者
内
問
村
去
年
椋
相
穂
子
蒔
入
敷
江
去
々
年
苗
植
付
入
見
分
、
出
抜
之
所
巧
有
之
候
付
、
各
臆
所
犯
、
構
役
々
科
鞭
・

科
銭
、
文
者
頭
役
江
引
渡
、
内
法
取
行
さ
せ
置
申
候
、

右
之
通
首
尾
申
上
候
、
以
上
、

寅

五
月

岡
地
奉
行

知
花
里
之
子
親
雲
上
@

森
山
親
方
@

(
一
丁
表
裏

白
紙
)

覚

西
原
間
切

一
様
相
苗
三
千
百
弐
拾
八
本

一
一
蘇
鉄
苗
壱
万
九
千
八
百
六
拾
本

一
橋
木
五
千
弐
百
拾
八
本



去
秋
植
付

一
小
松
壱
万
九
千
九
百
四
拾
本

去
々
年
植
不
足

内
三
千
五
百
三
拾
本

一
屋
良
部
種
子
三
斗

一
様
相
種
子
壱
斗
壱
合

一
樫
木
種
子
壱
斗
弐
升
四
合

一
松
種
子
壱
斗
六
升

(
中
略
、
前
号
参
照
の
こ
と
)
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[E] 
今
般
嶋
尻
方
拾
五
箇
間
切
耕
作
跡
見
罷
通
候
次
第
、
左
ニ
申
上
候

一
飯
料
之
儀
、
一
統
芋
ニ
而
三
度
宛
相
営
候
段
申
出
、
植
次
等
順
々
仕
置
候
付
、
是
よ
り
先
茂
同
断
相
営
候
様
段
申
出
、
見
分
ニ
茂
其

通
相
見
得
申
候
、

一
稲
之
儀
、
真
和
志
間
切
者
作
柄
宜
敷
有
之
、
小
禄
・
知
念
弐
ヶ
間
切
井
南
風
原
間
切
之
内
宮
平
・
兼
城
奥
那
覇
・
宮
城
四
ヶ
村
、
佐

敷
間
切
之
内
佐
敷
・
平
田
・
手
登
根
・
屋
比
久
・
外
間
五
ケ
村
、
玉
城
間
切
之
内
垣
花
・
玉
城
・
仲
村
渠
・
百
名
・
仲
栄
真
・
冨
里
・

当
山
・
屋
嘉
部
・
奥
武
・
志
堅
原
・
前
川
拾
壱
ヶ
村
、
豊
見
城
間
切
之
内
田
頭
・
名
嘉
地
・
我
那
覇
・
伊
良
波
・
座
安
・
渡
橋
名
・



嘉
数
・
真
玉
橋
八
ケ
村
者
大
抵
相
済
、
大
里
・
東
風
平
・
具
志
頭
・
摩
文
仁
・
喜
屋
武
・
真
壁
・
高
嶺
・
兼
城
八
ヶ
間
切
弁
南
風
原

間
切
之
内
本
部
・
照
屋
・
喜
屋
武
・
山
川
・
神
里
・
津
嘉
山
六
ケ
村
、
佐
敷
間
切
之
内
津
波
古
・
小
谷
・
新
里
三
ケ
村
、
玉
城
間
切

之
内
糸
数
・
冨
名
腰
弐
ヶ
村
、
豊
見
城
間
切
之
内
金
良
・
長
堂
弐
ケ
村
者
別
而
悪
敷
有
之
、
所
次
第
穂
差
出
不
申
等
茂
段
々
有
之
、

此
儀
畢
寛
秋
稲
作
立
、
田
方
取
扱
方
不
行
届
所
よ
り
右
次
第
与
相
見
得
、
今
形
ニ
市
者
上
納
米
調
兼
、
及
難
儀
可
申
哉
与
奉
存
候
、

一
回
方
之
儀
、
稲
苅
取
り
次
第
本
塗
固
メ
、
水
取
留
所
次
第
い
ふ
茂
抜
取
、
暑
気
之
時
分
鍬
打
、
牛
崎
等
ニ
而
相
耕
候
様
、
申
渡
霞
申

{長
一
白
太
豆
・
粟
・
黍
之
儀
、

一
統
作
柄
宜
鉢
相
見
得
申
候
、

一
小
一
旦
・
青
豆
・
木
棉
花
之
儀
、
萌
立
宜
相
見
得
申
候
、

一
畠
方
之
儀
、
移
次
第
則
々
相
耕
、
諸
作
毛
時
節
不
取
後
、
植
付
蒔
入
手
入
方
等
精
々
入
念
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
坂
成
畠
土
留
、
い
ふ
返
し
、
構
捌
方
、
取
分
入
念
、
雨
天
之
節
泥
土
不
流
落
様
、
下
知
可
致
旨
、
申
渡
置
申
候
、
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一
砂
精
荻
之
儀
、
翠
用
方
、
鎌
草
等
入
念
候
様
申
渡
置
申
候
、

附
、
本
文
敷
地
所
々
立
札
引
当
、
坪
高
相
試
申
候
、

一
川
筋
江
小
石
・
い
ふ
相
付
候
ハ
¥
取
除
、
破
所
茂
則
々
致
修
補
候
様
、
構
役
々
江
申
渡
置
申
候
、

一
間
切
ノ
¥
去
年
秋
植
付
置
候
苗
松
之
儀
、
本
数
相
改
、
別
紙
之
通
取
〆
置
申
候
、

一
蘇
鉄
之
儀
、
別
紙
之
通
植
付
置
候
付
、
本
数
相
改
、
本
立
帳
江
組
入
印
形
住
置
申
候
、

一
諸
野
菜
之
儀
、

一
統
作
立
用
分
相
達
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
一
椋
椙
之
儀
、
新
植
之
分
者
別
紙
之
通
取
〆
、
本
立
帳
江
組
入
、
印
形
仕
置
申
候
、

一
橋
木
之
儀
、
御
手
形
次
第
伐
取
、
製
法
干
椿
ニ
而
無
遅
滞
相
納
候
様
、
申
渡
置
申
候
、



一
唐
竹
敷
抱
護
之
儀
、
明
間
之
所
者
赤
木
、
其
外
成
合
之
諸
木
植
付
、
時
節
見
合
、
田
土
等
入
付
、
令
盛
生
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
印
土
手
、
方
切
土
手
之
儀
、
守
護
向
入
念
候
候
様
申
渡
置
申
候
、

附
、
御
茶
屋
附
合
場
、
場
天
演
、
安
謝
港
、
小
土
手
茂
築
立
置
候
通
相
守
居
申
候
、

一
宿
道
、
脇
道
、
村
内
道
筋
破
所
出
来
候
ハ
¥
則
々
致
修
補
、
人
馬
往
還
不
差
支
様
、
下
知
可
致
旨
申
渡
申
候
、

一
村
抱
護
明
間
之
所
者
松
、
赤
木
其
外
成
合
之
諸
木
植
付
、
且
屋
敷
囲
者
に
か
竹
植
付
、
抱
護
相
堅
候
様
精
々
下
知
可
致
旨
、
申
渡
置

申
候
、

一
牛
馬
弁
豚
羊
之
儀
、
家
内
/
¥
庚
飼
立
、
謹
求
方
入
念
、
且
墾
屋
破
所
出
来
候
ハ
、
則
々
致
修
補
候
様
申
渡
霞
申
候
、

一
一
椋
椙
・
樫
木
・
屋
良
部
・
松
種
子
之
儀
、
別
紙
之
通
取
回
メ
、
場
所
見
合
蒔
入
置
申
候
、

一
間
切
/
¥
原
勝
劣
い
た
し
、
質
問
取
行
候
段
、
首
尾
申
出
候
付
、
勝
劣
之
涯
を
立
、
引
励
候
様
申
渡
置
申
候
、

一
知
念
間
切
在
勤
之
閥
、
久
高
島
江
可
罷
渡
与
致
出
船
候
慮
、
向
風
波
立
強
ク
相
成
候
付
、
中
途
よ
り
差
帰
さ
せ
、
翌
日
茂
同
断
之
天

気
合
ニ
而
渡
海
難
成
候
付
、
頭
役
共
江
請
込
之
下
知
方
申
渡
候
慮
、
罷
渡
致
見
分
、
諸
仕
付
向
大
抵
相
届
候
段
、
追
首
尾
承
届
申
候
、

附
、
飯
料
之
儀
、
芋
ニ
而
三
度
宛
相
営
、
植
次
等
順
々
仕
置
候
付
、
是
よ
り
先
茂
同
断
相
営
候
段
、
申
出
有
之
候
、
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一
種
儀
作
法
結
構
ニ
有
之
候
様
、
末
々
之
者
共
毎
度
町
嘩
ニ
可
申
論
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
農
事
諸
仕
付
、
地
面
格
競
方
等
之
下
知
精
々
入
念
候
様
、
惣
耕
作
当
共
申
渡
置
申
候
、

一
地
頭
代
以
下
役
々
共
、
平
常
番
所
出
精
、
各
諦
向
之
御
用
無
支
相
弁
候
様
、
且
旋
共
者
各
唆
村
江
詰
込
農
務
諸
仕
付
、
諾
上
木
仕
立

方
、
諸
上
納
物
、
所
俗
等
之
差
引
入
念
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

一
間
切
ノ
¥
去
年
貯
穀
之
儀
、
定
数
表
頭
役
仮
封
仕
置
候
付
、
か
や
正
米
差
引
封
印
仕
置
申
候
、

一
間
切
/
¥
去
々
年
々
貫
・
諸
上
納
物
請
取
梯
帳
、
勘
定
相
遂
置
候
段
、
取
納
奉
行
間
合
有
之
候
付
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、



一
間
切
/
¥
去
年
中
番
所
井
村
々
所
遣
帳
、
勘
定
相
遂
佐
過
仕
不
足
、
統
並
返
戻
住
置
候
段
、
申
出
候
付
、
帳
面
見
届
、
百
姓
面
引
合

仕
申
候
、

附
、
東
風
平
間
切
去
年
下
半
年
、
右
帳
面
之
儀
、
地
頭
代
跡
役
去
年
十
一
月
ニ
至
り
相
済
候
付
、
調
部
方
差
支
候
付
、
い
ま
た
勘

定
相
遂
不
申
候
問
、
面
引
合
来
秋
廻
勤
之
問
、
延
申
出
有
之
候
、

一
真
和
志
・
高
嶺
・
真
壁
・
摩
文
仁
・
佐
敷
・
具
志
頭
六
ケ
間
切
亥
子
弐
ヶ
年
貯
米
、
且
兼
城
・
喜
屋
武
弐
ケ
間
切
亥
年
貯
米
、
且
豊

見
城
・
東
風
平
・
玉
城
・
知
念
・
大
里
・
南
風
原
六
ケ
間
切
子
年
貯
米
、
上
納
補
与
し
て
乞
下
、
村
々
当
高
表
致
配
当
候
段
、
申
出

侯
付
、
帳
面
見
届
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、

一
間
切
/
¥
去
冬
、
焼
出
御
用
意
売
上
砂
糖
代
銭
之
儀
、
村
々
当
高
表
現
銭
波
、
又
者
上
納
物
補
等
仕
置
き
候
段
、
申
出
候
付
、
支
配

根
見
届
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、
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一
摩
文
仁
間
切
去
々
冬
焼
出
井
去
冬
焼
出
御
心
附
砂
糖
、
且
具
志
頭
間
切
去
冬
焼
出
差
付
砂
糖
、
且
真
壁
間
切
去
々
冬
焼
出
御
心
附
井

差
付
砂
糖
、
且
高
嶺
間
切
去
々
冬
焼
出
差
付
砂
糖
、
且
同
間
切
去
冬
焼
出
差
付
砂
糖
前
代
銭
之
儀
、
訴
印
紙
表
諸
上
納
物
補
、
拝
借

銭
年
府
返
上
負
荷
返
済
等
江
致
支
配
候
付
、
百
姓
面
引
合
仕
申
候
、

一
南
風
原
間
切
去
々
年
御
救
助
料
銭
、

E
大
里
間
切
去
々
年
御
除
計
米
代
銭
井
去
年
部
下
米
代
銭
御
救
助
銭
、
且
知
念
間
切
成
子
弐
ケ

年
之
御
徐
計
代
銭
元
利
、
且
玉
城
間
切
去
々
年
御
除
計
米
代
銭
井
部
下
米
代
銭
よ
り
相
立
置
候
本
手
銭
利
銭
、
且
去
年
御
除
計
米
代

分
、
且
摩
文
仁
間
切
去
々
年
去
年
御
除
計
米
代
銭
、

E
真
壁
間
切
去
々
年
御
餓
計
米
代
銭
弁
部
下
米
代
銭
、
御
救
助
銭
部
下
米
代
銭

よ
り
相
立
置
候
本
手
銭
利
銭
、
去
年
御
除
計
米
代
銭
、
且
兼
城
間
切
去
々
年
御
飴
計
米
代
銭
、
且
小
禄
間
切
去
々
年
御
除
計
米
代
銭
、

且
豊
見
城
間
切
去
々
年
御
除
計
米
代
銭
之
儀
、
村
々
負
荷
返
済
、
身
売
人
請
出
、
文
者
極
窮
之
者
共
補
助
、
且
喜
屋
武
間
切
去
々
年

御
除
計
米
代
銭
井
去
年
部
下
米
代
銭
之
儀
、
上
里
村
負
荷
返
済
弁
砂
糖
車
、
牛
買
入
代
之
方
江
支
配
、
且
高
嶺
間
切
去
年
御
除
計
米



代
銭
之
儀
、
村
々
身
売
人
請
出
、
文
者
困
窮
之
者
共
ふ
た
・
羊
買
入
代
等
江
支
配
免
申
出
候
付
、
其
通
相
達
、
面
引
合
仕
申
候
、

附
寅
三 具
拾志
六 頭
文間
之 切
内去

々
四年
千御
八 除
百計
五米
拾代
七 銭
璽井

登空
文代
者銭

極製
窮助
之 銭
者 ょ
共り
補 相
助立
内置

{長

著至
宝袋
一一
号2
2E涙
可J 、
配銅

魯選
出壱
円万

弐
其

千
通=
相一
端百
号七

残
七
千
四
百
五
拾
貫
文
者
、
借
渡
仕
置
、
当
年
相
下
り
候
御
除
計
米
代
銭
取
添
、
支
配
免
申
出
候
様
達
置
申
候
、

一
佐
敷
・
喜
屋
武
・
高
嶺
・
小
禄
・
真
和
志
五
ケ
間
切
者
、
問
畠
耕
方
、
屋
敷
/
¥
諸
仕
付
向
等
太
抵
相
届
候
付
致
褒
美
、
先
様
猶
以

可
引
励
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
南
風
原
間
切
者
山
川
村
小
松
植
不
足
、
大
里
間
切
者
板
良
敷
村
家
内
/
¥
門
札
調
方
不
行
届
、
知
念
間
切
者
志
喜
屋
村
荻
敷
坪
過
有

之
、
玉
城
間
切
者
糸
数
村
荻
敷
致
坪
過
候
上
、
蘇
鉄
切
取
畠
方
こ
や
し
い
た
し
、
東
風
平
間
切
者
村
々
田
方
始
抹
方
不
行
届
候
上
、

世
名
城
村
荻
差
不
足
い
た
し
、
且
具
志
頭
間
切
者
破
名
城
村
荻
敷
所
々
札
立
合
方
不
行
届
候
上
、
致
坪
過
、
摩
文
仁
間
切
者
摩
文
仁

村
蘇
鉄
小
松
植
不
足
い
た
し
、
真
壁
間
切
者
真
栄
平
村
家
内
/
¥
門
札
古
札
懸
置
候
上
、
荻
敷
致
坪
過
、
兼
城
間
切
者
阿
波
根
・
武
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富
・
波
平
三
ケ
村
田
畠
所
々
荒
置
、
豊
見
城
間
切
者
長
堂
村
蘇
鉄
植
不
足
有
之
候
付
、
各
所
犯
ニ
応
し
構
役
々
科
銭
科
鞭
、
又
者
頭

役
江
引
渡
、
間
切
内
法
之
傍
目
取
行
さ
せ
置
申
候
、

右
箇
条
之
通
首
尾
申
上
候
、
以
上
、

市民

五
月

岡
地
奉
行

安
村
親
雲
上
@

安
谷
屋
親
方
@

(
一
丁
表
裏

白
紙
)



覚

南
風
原
間
切

一
蘇
鉄
首
壱
高
五
千
五
百
七
拾
本

一
様
相
苗
三
百
三
拾
六
本

一
猪
木
首
千
八
百
三
拾
七
本

去
年
秋
植
付
壱
高
五
百
本
之
内

一
小
松
壱
高
四
百
七
拾
本

山
川
村
植
不
足

外
三
拾
本

一
屋
良
部
種
子
弐
斗

一
椋
椙
種
子
壱
斗
五
升

一
樫
木
種
子
弐
斗
弐
升
四
合

一
松
種
子
弐
斗
壱
升

(
中
略
、
前
号
参
照
の
こ
と
)

墓 TV
4、U ^ L--I 

主 7
7 般
豊嶋
見尻
城方

議t
ヶ見
聞之
盟瑚
Z亀有 、

車整
議襲
会話
事警
童詰
候懸
週候

書面
福野
守川
候原
警筋
中等
渡鼎見
甫分
候仕
、候

次
第

左

申
上
候



一
真
和
志
・
豊
見
城
・
小
禄
・
東
風
平
・
南
風
原
・
大
里
六
ケ
間
切
、
那
覇
湊
江
相
懸
侯
川
筋
館
地
弁
山
野
坂
成
畠
閉
方
ニ
而
、
土
手

築
立
方
被
仰
付
置
候
通
、
格
護
方
入
念
、
尤
所
々
江
堀
調
置
候
い
ふ
壷
致
波
方
、
湊
江
泥
土
不
流
落
様
下
知
可
致
旨
、
申
渡
置
申
候
、

一
惣
川
頭
当
勤
方
之
儀
、
跡
々
被
仰
渡
置
候
御
保
書
ニ
基
致
下
知
候
様
、
申
渡
置
申
候
、

右
之
通
首
尾
申
上
候
、
以
上
、

寅

十
一
月

岡
地
奉
行

富
盛
里
之
子
親
雲
上
@

右
之
通
承
届
申
候
、
以
上
、

賞

十
一
月

森
山
親
方
@
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